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第
二
十
九
巻
　
第
一
鏡

一
一
〇

て
は
来
だ
充
分
に
橡
討
さ
れ
て
は
腸
な
か
っ
た
。
初
選
耐
塩
が
地
理
學
の
動
尚

を
見
定
め
ん
と
す
る
時
、
自
己
を
攣
る
親
欺
と
地
理
學
史
を
綴
い
て
知
る
過
r

去
と
の
陶
に
、
明
治
大
正
の
二
代
が
大
き
な
不
蓮
綾
の
悶
隙
を
な
し
て
棚
た

は
っ
て
る
る
事
を
知
り
閤
則
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
敏
を
補
ふ
も
の
と
し

て
、
此
の
「
口
木
を
中
心
之
せ
る
範
近
地
理
窟
獲
達
史
し
の
上
梓
は
實
に
意

嚢
潔
い
も
の
と
醤
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
著
者
山
口
貞
雄
氏
の
地
理
學
界
に
於
け
る
歩
み
は
そ
の
自
序
の
中
及
び
奥

付
中
の
略
歴
に
脱
か
で
お
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
本
書
を
通
じ
て
感
裾
せ
ち
れ

る
益
者
の
誠
實
そ
の
も
の
の
學
究
態
度
こ
そ
深
く
敬
意
を
表
し
、
此
の
檬
な

仕
事
に
勤
し
て
誠
に
適
役
を
得
た
と
い
ふ
事
を
喜
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
昨
年

度
「
地
理
學
」
誌
上
に
再
度
に
亙
っ
て
掲
載
せ
ら
れ
た
氏
の
小
論
は
本
聲
執

筆
の
過
程
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
導
出
は
、
序
説
、
近
世
地
理
學
の
獲
達
と
共
の
崩
壌
、
現
代
地
理
學
の
建

設
、
結
語
の
四
つ
の
章
か
ら
成
っ
て
み
る
。
序
説
に
は
臼
本
地
理
學
が
國
膿

に
基
い
て
「
生
き
も
の
」
の
如
く
生
々
獲
製
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ

で
み
て
そ
こ
に
‘
　
織
せ
る
閣
士
へ
の
「
親
愛
感
」
が
流
れ
て
み
る
翔
が
設
か

れ
て
る
る
。
而
し
て
支
郷
及
び
泰
西
の
異
質
酌
學
統
が
嬢
牧
さ
れ
て
も
、
嫉

て
此
の
太
初
以
來
一
貫
せ
る
堰
軸
の
下
に
醇
化
せ
ら
れ
、
斯
々
そ
の
夙
を
碍

し
め
ら
れ
て
獲
展
し
て
行
く
所
に
、
臼
本
地
理
雛
の
傳
統
が
潜
ん
で
み
る
事

も
朋
か
に
せ
ら
れ
て
る
る
。
此
の
著
者
の
把
握
は
本
論
の
到
る
所
に
表
れ
て

、
獲
蓮
史
に
一
貫
性
を
持
た
せ
る
役
捌
を
果
し
て
み
る
◎
本
論
の
内
、
近
世
地

理
學
は
徳
川
時
代
と
明
治
大
正
時
代
と
に
醸
嘱
せ
ら
れ
て
る
る
が
、
前
者
を

簡
明
に
．
後
者
を
詳
細
に
記
蓮
せ
ら
れ
た
の
は
本
書
の
性
質
と
し
て
常
然
で

あ
る
Q
實
．
際
に
木
霧
の
面
白
さ
は
朋
治
大
獄
時
代
以
後
、
殊
に
そ
の
末
期
近

代
地
理
攣
の
成
熟
時
代
あ
た
り
以
後
に
あ
る
。
そ
し
て
混
迷
せ
る
地
理
畢
が

地
誌
へ
魚
燈
的
麟
瀧
を
な
し
、
そ
の
巾
か
ら
現
代
地
理
學
建
設
の
起
電
が
湧

き
麹
っ
て
量
る
綿
過
は
、
藷
岩
の
周
到
な
引
例
に
伴
奏
さ
れ
て
、
本
管
の
極

頂
を
な
す
も
の
で
あ
ら
う
。
終
繕
は
現
代
の
新
臼
本
地
口
回
の
行
く
べ
き
道

を
力
強
く
説
い
た
結
語
を
以
て
飾
ら
れ
て
み
る
Q

　
本
書
の
興
味
は
以
上
に
鑑
き
る
も
の
で
は
な
い
Q
日
本
地
理
學
の
中
に
は

支
那
及
び
帰
期
の
地
理
撃
が
醇
化
さ
れ
て
繋
る
事
に
從
っ
て
、
日
本
地
理
學

の
獲
達
史
を
蓮
べ
る
と
共
に
、
祉
界
地
理
雛
史
が
同
時
に
織
り
込
ま
れ
て
み

る
事
は
撃
墜
あ
る
試
み
と
智
は
ね
ば
な
る
ま
い
Q

　
最
後
に
紹
介
の
簸
幽
を
越
え
て
批
夏
め
い
た
臣
下
を
書
く
寂
を
許
し
て
頂

け
る
な
ら
、
著
者
の
解
羅
の
棊
礎
た
る
観
念
に
豊
崎
岡
舟
の
傾
陶
は
な
い
で

あ
ら
う
か
と
需
ふ
こ
と
、
日
本
地
珊
患
惣
の
根
概
は
「
親
愛
感
」
な
る
雷
葉

以
上
に
っ
き
つ
め
ら
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
既

の
や
う
な
事
が
よ
し
翼
實
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
憂
も
本
書
の
慣
値
を
傷
つ

け
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書
は
確
か
に
現
代
地
理
學
建
設
に
寄
し
て
貢
獄
す

る
も
の
な
る
事
を
信
じ
る
。
（
昭
和
十
八
年
満
月
、
若
美
党
獲
行
・
A
5
版
、

羅
馬
筆
順
八
拾
七
銭
）
（
村
上
次
男
）

彙

報

史
學
研
究
愈
大
里
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本
年
度
大
禽
は
一
ケ
月
後
K
學
徒
守
護
を
ひ
か
え
て
、
緊
張
し
た
甕
氣
の

．
裡
に
十
刃
三
十
、
三
十
一
の
．
南
日
に
わ
た
っ
て
畢
行
し
た
。

　
苛
烈
な
る
臨
職
局
の
段
一
階
…
に
於
て
、
か
く
も
穿
和
な
癬
μ
合
［
を
開
き
得
た
こ
と

　
に
感
講
し
な
け
れ
ば
な
・
わ
な
い
。

　
見
學
　
十
月
三
十
日
（
土
）
　
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で
、
大
穂
寺
本

坊
及
び
高
梱
院
の
什
賓
の
拝
槻
を
行
ふ
。
ご
同
製
賓
に
眼
編
葱
得
る
と
と
も

に
、
麗
か
な
秋
紅
和
の
一
月
を
閲
…
寂
の
隠
現
に
粘
迦
び
甜
轡
た
の
で
あ
る
。
當
日
展

勲閉

ｹ
・
わ
れ
た
・
雛
な
も
の
は
左
記
の
加
押
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
大
徳
寺
本
坊

大
燈
葭
師
自
筆
澱
肉
歌

楊
岐
和
樹
字
数
蹄
鱒

梵
糧
，
寺
継

龍
虎
麟

柏
鷹
盧
鷺
圃

…
畳
臣
秀
吉
像

織
田
信
長
像

織
閏
信
忠
像

大
燈
顯
師
僻
糧
偏

後
醍
醐
天
皇
蜘
魑
翰

花
園
天
皇
笈
翰

蓬
庵
和
尚
像
鋸
宛
＋
一
年
ノ
自
賛

垂
比
竜
像
丈
安
六
．
七
．
叢
董
賛

．
養
隻
瀦
伺
像
敦
㈱
灘
年
九
月
養
暑
賛

彙

報

　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　“　　　　　一　　　一　一一

編編帳帳帳輻編帳幅幅幅隻聯

繋
磨
國
聖
像
正
癒
改
元
ノ
霞
賛

後
醍
醐
天
漢
大
姦
國
師
御
軍
啓

後
醍
醐
天
皇
書
影

大
燈
國
瞥
三
蓋
肇
瓶
厳

大
燈
國
師
自
筆
法
語
解
是
小
早
随
慮
作
主
歎
々

大
燈
脳
師
像
傅
後
醍
醐
天
皇
御
者

導
燈
王
師
自
筆
書
聖
二
月
廿
韓
同

高
家
漢
絡
圃

楊
棚
綴
暑
圖

五
百
羅
漢
像

＋
王
像

大
穂
寺
諸
注
二
丈
欝
闘
録

慮
盤
和
樹
像
成
淳
改
元
ノ
旨
養

大
燈
閣
師
像

大
燈
國
師
投
機
偏

　
　
　
　
高
　
網
　
院

山
水
呉
導

糊
晋
雲
舟

大
溌
酸
師
羅
蹟

猿
監

文
珠
龍
派

利
久
間
瞥

鷺
蓬
羅
窓

第
・
二
十
九
巷
　
錐
一
競

一
コ

　　　　　一　　　二　nd二

幅幅輻

　
一
　
　
　
幅

　
一
　
　
編

　
一
　
　
　
帳

　
哺
　
　
　
巻

　
一
　
　
　
幅

八
＋
二
幅
ノ
内

　
＋
嘱
ノ
内

　
一
　
　
　
編

　
一
　
　
輻

　
一
　
　
幅

　
一
　
　
輻

　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　一　　　一　“一

幅調帳輻幅
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彙

報

、
第
二
十
九
巷
　
第
一
號

一
＝
一

事
喬
謬
見
　
」
琳
伽
千
態
監

　
百
舶
ヰ
蹴
”
翁
勃
嚇
俊
の
褻
・
欝
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
帝
工
大
學
敏
5
8
ハ

山
中
氏
の
講
演
は
追
て
本
誌
に
娼
載
せ
ら
点
る
豫
宛
。

梅
原
氏
講
演
要
旨
は
左
の
如
し
。

蔭
需
題
覚
　
　
　
群
伽
弊
撫
瓢

　
法
隆
寺
の
再
建
、
非
再
建
問
題
を
齢
魏
る
慾
隅
漁
ず
に
、

大
正
、
昭
和
の
三
代
に
互
レ
、

を
傾
け
て
論
議
し
た
虞
で
あ
り
、

で
あ
っ
た
許
β
で
な
く
、

の
縮
闘
一
た
る
の
魏
梱
が
あ
る
Q
麟
瞬
演
出
僧
檎
…
原
博
士
は
、

細
川
休
齋
孝
養
闇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
幅

講
演
奮
＋
月
三
＋
一
日
凶
日
）
午
後
一
難
よ
リ
樂
亥
踏
襲
に
於
て
開
催

今
年
は
わ
ざ
く
東
京
帝
大
よ
り
衆
講
せ
ら
れ
た
山
中
謙
二
教
授
と
本
禽
詳

議
員
梅
原
鋏
授
と
が
次
の
講
演
を
行
っ
た
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘔
Σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
．
原
末
治
氏

山
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
末
治
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
知
の
如
く
、
明
治
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
拘
は
つ
た
轍
蘭
藁
血
糊
の
あ
・
b
ゆ
る
鷲
脚
譲
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
り
鷺
ハ
の
波
及
せ
る
分
野
が
ま
た
贋
汎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡
ハ
に
ま
た
嗣
戸
治
以
凍
「
の
我
が
議
n
事
典
…
学
界
の
瀞
轟
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
等
爾
…
繭
の
提
唱
府
獅
た

る
喜
田
、
關
野
南
博
士
に
親
灸
し
、
か
つ
第
三
者
的
立
場
か
ら
該
問
題
に
聞
心

を
ル
移
せ
ら
れ
て
る
た
溶
…
田
織
四
丁
の
下
に
あ
っ
て
、
永
年
、
闇
　
題
の
闘
…
明
に
密

に
考
慮
さ
れ
た
立
粗
壁
よ
り
し
て
、
こ
の
講
溝
ハ
に
於
い
て
先
づ
ぬ
鋼
誰
葱
運
が
一
由
刀

で
は
嘗
祀
の
記
載
を
金
餐
…
複
と
し
て
更
に
建
築
を
顧
る
こ
と
な
く
、
他
方

で
は
建
集
や
古
瓦
毛
螢
の
考
察
に
基
づ
く
梨
誘
確
立
に
蕉
繍
を
羅
か
ず
・

徒
に
禦
徳
太
子
建
立
な
る
先
入
見
を
以
っ
て
劉
式
を
設
残
し
、
断
論
の
墓
豫

と
し
た
方
法
論
的
誤
謬
を
指
摘
し
、
更
に
か
エ
る
誤
謬
が
、
典
の
根
底
に
於
い

て
は
依
然
と
し
て
、
法
隆
寺
の
天
蓋
の
厩
究
に
よ
っ
て
一
生
償
を
啓
か
れ
た

編
山
敏
薦
7
7
値
障
ま
や
、
現
法
隆
　
山
守
を
飛
鳥
…
時
爪
代
の
太
子
臨
刑
と
看
…
枕
す
鞭
麟
非
再
麓
個

論
者
足
立
康
博
士
の
譲
論
設
に
も
亥
配
的
で
あ
る
こ
と
に
論
壇
せ
ら
れ
、
問

題
の
解
決
は
、
惣
艦
蜘
禾
、
士
巴
瓦
、
遺
跡
唐
革
に
軍
機
叩
す
る
瀞
淋
正
な
る
歴
典
考
士
H

學
的
方
法
と
、
謙
譲
に
し
て
蝕
裕
あ
る
態
慶
に
倹
つ
あ
る
こ
と
を
彊
調
さ
れ

た
Q
此
の
幽
忌
咲
｝
に
”
於
い
て
｛
得
士
は
、
保
井
曲
方
太
郎
雄
魂
に
よ
る
大
和
沓
地
古

或
り
量
の
山
自
瓦
の
編
W
年
の
確
　
立
を
演
意
さ
れ
、
ま
た
石
田
茂
作
穣
…
士
等
が
癌
狡
掘

せ
る
法
眼
寺
東
南
に
接
し
た
草
草
伽
藍
祉
を
・
重
覗
さ
れ
た
。
そ
し
て
右
の
若

蕊
・
伽
藍
証
を
、
勲
ハ
の
四
天
王
漁
り
式
の
伽
…
藍
配
澱
、
黙
罵
石
の
型
式
と
そ
れ
に
看

ら
れ
る
罹
災
の
痕
跡
汲
び
禺
土
せ
る
古
韻
の
型
式
か
ら
し
て
嬉
野
以
蘭
の
法

隆
寺
証
に
充
て
、
現
法
隆
寺
を
、
其
の
伽
藍
配
置
、
古
曲
の
型
式
と
分
布
、

礎
贋
の
型
式
詮
ぴ
に
樵
陣
照
蕪
制
と
の
…
關
係
か
ら
罹
災
の
再
建
に
係
か
る
も
の
と

推
測
す
る
の
が
、
盤
ふ
儒
的
に
妥
當
で
あ
り
、
ま
た
」
無
理
の
な
い
尉
一
半
…
で
あ
る

と
考
へ
ら
れ
る
が
、
さ
れ
ば
と
て
此
の
見
解
の
上
に
超
脆
し
て
、
灘
に
劃
一

的
、
机
上
的
な
響
動
を
恣
に
す
る
こ
と
も
亦
、
愼
む
べ
き
で
あ
る
と
の
所
見

を
披
灘
さ
れ
た
○

　
　
　
　
讃
　
　
更
　
　
霞

　
世
運
禽
矧
　
九
月
十
五
口
か
†
卿
探
六
時
よ
り
、
留
辮
掛
算
承
所
蹴
乾
室
に
於
い
て
開

催
。
卒
高
岡
盈
の
大
心
丁
は
近
く
軍
務
に
就
い
て
下
職
の
櫨
罪
一
線
に
立
つ
こ
と
に

な
っ
て
み
る
の
で
、
薄
々
國
奥
研
媛
に
よ
っ
て
蟹
得
し
た
高
く
博
き
信
念
を

披
浮
し
、
西
田
毅
授
始
め
談
歎
官
も
交
々
立
っ
て
激
”
拗
の
嘩
を
賂
P
、
感
銘

深
い
一
夕
を
共
に
し
た
Q

　
護
史
愈
大
書
　
今
年
は
内
田
銀
藏
教
授
事
後
二
＋
流
年
、
三
浦
周
行
教
授

に
は
十
三
年
の
…
牛
忌
に
絹
議
蹟
す
る
の
で
、
併
せ
て
ム
響
西
築
島
、
憲
一
田
肖
ハ
吉
、
牧

（l12）



野
信
之
助
｝
、
照
鞭
劉
路
逓
訳
郎
の
圃
凹
史
研
究
室
閣
係
紬
野
里
融
只
の
尉
㌶
璽
繊
郷
、
間
げ
じ

く
難
署
遺
鋸
等
の
翌
週
、
及
び
講
演
禽
を
行
ふ
こ
と
義
し
、
十
一
月
七
日
樂

山二

t
館
に
於
い
て
一
骨
庶
燃
且
つ
盛
大
に
畢
評
し
た
。
饗
す
る
上
瓦
　
海
、
中
隈
、

遽
量
は
九
州
に
も
及
び
約
罪
名
を
籔
へ
、
時
局
下
趣
め
て
意
義
深
き
催
し
で

あ
っ
た
。

　
兜
賢
祭
　
午
前
十
時
よ
り
講
演
釜
に
於
い
て
三
浦
先
王
夫
人
、
今
西
先
生

夫
人
、
喜
閏
先
生
令
息
薪
六
氏
、
繊
雲
路
先
生
令
息
敬
盤
氏
の
御
参
列
な
得

西
田
敏
授
祭
主
と
な
り
、
繊
雲
路
敬
登
氏
齋
主
と
な
っ
て
巌
か
に
行
は
わ

た
。

　
邊
著
遣
　
灘
展
　
第
一
號
室
に
六
教
官
の
著
作
物
を
中
心
と
し
て
、
こ
わ
を

綱
羅
…
し
、
そ
の
他
霞
筆
原
稿
、
尺
腰
等
の
筆
蹟
も
多
く
展
示
さ
れ
て
、
諸
先

賢
の
學
穣
…
を
口
過
懐
欣
慕
す
る
の
念
を
い
よ
く
深
く
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
識
…
演
爾
㎜
　
午
後
に
は
再
び
講
演
蜜
に
て
庄
の
九
二
に
よ
る
研
究
陶
石
並
び

に
講
演
が
あ
り
、
日
暮
る
ム
も
な
ほ
果
て
ざ
る
盛
禽
で
あ
っ
て
、
多
彩
な
感

銘
を
畳
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

蒲｛

V
黙
円
肉
の
纒
惜
…
轍
鵯
既
設
　
　
　
　
　
　
　
　
・
石
灘
　

早
安
時
代
の
解
熱
更
意
識
献
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
年
松

焔
木
子
學
の
糧
本
原
…
燭
と
近
世
針
「
建
生
活
の
癬
…
舳
暇
　
石
田

北
九
州
の
彌
生
式
丈
化
に
就
い
て
　
．
　
　
　
　
鴇
田

中
世
思
想
史
の
一
億
面
　
　
　
　
　
　
　
　

．
前
田

京
都
貸
付
蒼
為
所
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾

李
安
致
都
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田

欝
本
㎝
教
錐
・
の
一
形
能
陥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

　
撤
氏

令
三
氏

一
良
氏

忠
正
氏

一
良
氏

滲
二
氏

　
費
氏

蔵
幹
氏

，

　
　
明
治
時
代
の
騒
史
學
　
　
　
　
　
　
西
田
直
二
郎
氏

　
錬
成
見
附
寧
行
鼠
7
　
轟
久
科
系
罵
｝
生
の
柵
徴
集
延
期
…
制
の
｛
腰
止
に
俘
っ
て
、
學
轟
架

を
孚
ば
に
し
て
勇
躍
醤
門
に
入
る
若
人
の
錬
成
の
行
事
が
企
て
ら
れ
た
申
に

國
史
研
究
霊
に
於
い
て
は
西
田
教
樫
…
以
下
撫
鹸
教
官
一
の
陣
頭
指
概
「
の
下
に
、
教

室
よ
り
｛
貰
地
に
就
い
て
日
本
山
久
化
の
置
ハ
髄
を
盤
得
す
べ
く
左
の
加
一
く
数
匪
に

互
っ
て
見
學
を
兼
ね
流
身
心
錬
威
の
行
纂
が
行
は
れ
た
〇

　
＋
月
二
＋
六
日
に
は
水
無
瀬
紳
宮
に
滲
拝
、
後
鳥
粥
天
皇
の
聖
業
を
仰
ぎ

山
崎
の
地
の
歴
史
的
な
位
羅
を
圓
熱
し
た
。
（
中
村
助
教
授
指
導
）

　
十
一
月
二
日
　
財
中
越
え
の
遺
よ
り
崇
瓢
寺
阯
を
訪
ひ
、
大
津
京
の
地
を

踏
査
し
て
、
近
江
紳
宮
に
滲
拝
、
天
智
天
皇
．
の
雍
穂
を
偲
び
奉
っ
た
O
　
（
柴

田
講
師
指
埠
）

　
十
一
月
六
日
　
大
和
法
曲
睡
寺
を
は
じ
め
沖
一
箪
、
法
輪
の
乱
離
に
も
照
日
で
、

古
代
薫
化
の
繍
縮
華
に
接
し
た
。
灘
中
篇
隆
一
毒
に
於
い
て
は
修
理
中
の
五
重
塔

に
新
に
嚢
見
せ
ら
れ
た
二
筋
を
見
る
こ
と
の
繊
潤
た
の
は
大
き
な
喜
び
で
あ

っ
売
。
（
東
伏
見
講
師
摺
燕
）

　
十
一
月
九
日
　
雨
中
洛
北
鞍
馬
寺
に
到
り
、
吉
來
武
人
の
信
崇
篤
き
毘
沙

門
天
を
薦
み
、
又
は
石
造
美
術
品
弊
の
史
料
を
舞
糊
し
畳
O
　
（
藤
㎝
助
教
授
指

導
）　

十
一
月
十
三
、
十
四
の
爾
霞
に
は
諸
敏
官
引
率
の
下
に
近
江
湖
東
地
山
力
を

踏
査
し
、
先
づ
安
士
城
阯
に
上
り
、
織
田
信
長
σ
天
下
布
武
の
繧
倫
を
想
ひ

三
見
寺
、
浮
嚴
院
を
訪
ひ
、
彦
根
城
阯
に
て
近
世
封
建
大
名
の
藩
國
鯉
螢
の

規
綾
を
察
し
て
多
牌
賀
祉
に
到
P
、
深
更
k
至
る
ま
で
所
掌
乱
文
欝
、
古
式
の

祭
紬
賊
等
の
見
聞
…
に
疲
励
労
を
忘
れ
、
第
二
日
は
早
堀
W
多
賀
大
繍
騨
に
武
灘
管
長
久
［
の
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報
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三



彙

報

第
二
十
九
巷
　
第
一
號

コ
隣

熟
濤
を
櫨
藩
げ
、
胡
嘗
紳
融
よ
り
、
西
明
寺
、
金
剛
韓
寺
を
歴
訪
し
て
、
鎌
倉

の
優
秀
な
建
築
佛
像
の
数
々
を
面
懸
、
元
憲
賞
時
の
國
門
艮
の
回
暦
烈
な
精
憩
に

鯛…

黷
ｽ
Q
夜
は
愛
知
川
の
古
い
街
響
町
に
先
輩
諸
氏
の
設
け
ら
れ
た
宴
席
に

招
ぜ
ら
れ
、
興
行
四
を
越
す
る
こ
と
趣
め
て
盛
な
る
も
の
が
あ
っ
た
〇

　
＋
一
月
＋
六
日
表
千
家
の
茶
室
茶
庭
を
訪
ひ
、
訳
い
で
武
者
小
路
千
家

堀
内
家
の
爾
家
に
て
御
黙
前
を
拝
見
、
茶
避
に
よ
る
隅
本
精
憩
の
至
妙
な
顯

現
を
難
得
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
O
Ω
幽
田
教
授
指
、
導
）

　
十
一
月
二
十
日
　
に
は
本
工
の
批
行
纒
偏
の
後
、
諸
…
鍛
工
降
の
融
噸
導
の
一
ト
に
薗
…

大
和
藤
原
宮
阯
を
見
學
し
、
綴
原
道
揚
に
入
p
、
國
更
館
、
丈
庫
な
巡
鷺
し

て
八
駄
寮
に
宿
油
、
瓢
＋
”
二
日
は
橿
原
間
曲
、
榊
武
天
朝
陵
に
参
舞
し
て
肇

關
の
宏
談
を
仰
ぎ
、
武
蓬
長
久
の
所
醸
盈
こ
め
、
二
上
山
麓
を
南
河
内
に
入

り
、
壷
井
八
幡
に
て
は
河
内
源
氏
の
褒
旧
地
を
探
P
、
興
国
寺
に
禦
穂
太
子

の
御
軍
に
詣
で
、
飛
島
朝
の
偉
業
を
想
ふ
こ
と
切
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
よ
り
土
師
憩
祉
を
訪
ひ
、
道
明
寺
に
て
は
本
奪
佛
を
離
し
、
禦
穂
太
子
孝

帥糞

怩
ﾌ
胎
内
よ
り
褒
見
さ
わ
た
丈
書
輕
丈
等
に
よ
り
鎌
愈
時
代
の
穣
囲
仰
形
態

の
特
性
を
考
へ
、
耳
大
な
癒
憩
天
皇
陵
を
仰
ぎ
つ
呉
轡
鼠
八
幡
紳
批
に
再
び
・

所
願
を
弔
し
た
Q
夜
に
入
っ
て
は
古
｛
弔
町
森
田
博
三
氏
の
邸
に
於
い
て
職
國

以
來
武
將
の
書
歌
等
難
　
し
い
丈
書
を
閥
瞥
…
す
る
こ
と
の
揖
來
た
の
は
有
絡
あ

喜
び
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
東
洋
史
談
話
愈
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
売

　
新
講
師
・
新
任
助
手
・
新
寡
攻
生
敷
迎
曾
＋
月
＋
三
日
午
後
六
時
よ
P

笹
生
集
倉
所
に
穿
て
開
催
、
那
波
教
授
、
富
崎
、
田
村
爾
助
教
授
以
下
多
数

の
夢
會
者
一
同
晩
餐
を
共
に
し
愛
宕
誕
…
師
、
繭
膿
原
助
手
並
び
に
薪
專
攻
學
生

の
唐
己
紹
介
あ
p
盛
況
裡
に
禽
を
興
る
◎

　
第
八
回
大
曾
　
十
月
十
七
箆
午
後
一
時
よ
D
樂
友
臆
説
講
演
室
に
於
て
開

催
、
田
村
助
臨
画
の
開
禽
の
僻
に
始
ま
P
安
部
助
敏
授
の
鏡
心
の
下
に
左
の

十
氏
の
研
究
機
帝
猟
あ
り
ゆ
藤
野
っ
て
那
㏄
波
敏
豊
年
ム
胃
の
鮮
を
流
伸
べ
ら
れ
午
後
五

時
牛
頃
散
倉
。
事
績
き
同
禽
館
食
盤
に
於
け
る
晩
餐
倉
に
入
る
○

　
　
｝
、
金
…
世
羅
時
代
に
於
け
る
瀧
一
人
の
叛
胤
争
件
に
撚
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
敬
直

　
　
　
、
一
　
大
隅
†
天
…
國
の
経
済
機
瀧
…
に
晶
煽
て

一
、
青
唐
吐
蕃
と
＋
二
獣
紀
年
法

一
、
清
朝
に
ま
る
里
甲
羅
の
縫
受

一
、
漢
眼
下
二
二
印
錦
議
刀
の
開
化

一
、
周
初
の
天
命
了
獅
苧
怠

一
、
扶
｛
閑
の
軌
建
囲
門
と
印
度
の
移
　
昆

一
、
李
鴻
牽
ロ
バ
ノ
ブ
密
約

一、

q
繧
ﾌ
行
人

一
、
渤
海
の
中
京
に
就
て

波
多
野
叢
三

岡
紛
　
精
郎

松
本
善
海

田
村
貴
国

小
川
茂
樹

杉
本
蔵
活
郎

丹
凋
　
正
義

那
波
　
利
貞

鳥
撃
　
客
一

　
昭
和
十
八
離
東
洋
隻
脚
攻
累
生
出
算
勘
行
悩
　
十
一
月
十
七
日
午
後
一
時

孚
よ
P
西
部
樵
∵
内
事
生
食
堂
に
て
開
催
、
苛
烈
な
る
決
裁
段
階
に
取
る
大
東

亜
貼
脳
争
が
現
歌
よ
り
囲
図
家
の
婆
求
に
從
っ
て
學
照
渠
の
雫
途
よ
り
順
縁
出
」
陣
す

る
東
洋
史
專
致
生
を
激
働
せ
ん
と
す
る
趣
旨
の
下
K
東
．
洋
更
研
究
室
の
主
催

を
、
以
て
瀧
ハ
の
言
行
會
を
…
囲
く
Q
那
波
㎝
数
授
、
賞
H
崎
・
国
村
繭
助
・
教
授
以
下
の

鰹
の
糖
葉
に
製
し
て
逸
ら
る
義
畢
生
譜
氏
に
は
執
れ
竜
力
聡
い
慮
讐
の
畔
が

建
べ
ら
れ
た
。
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卒
業
生
逡
別
愈
　
九
月
二
十
八
日
　
於
高
嫌
寺
一
休
庵

禺
聖
者
昌
原
教
授
、
鈴
木
助
教
授
、
中
山
、
前
川
雨
講
師
以
下
十
三
名
つ
原

敏
授
よ
り
本
年
度
卒
業
生
に
懇
な
饅
の
晶
鐵
葉
を
逡
ら
れ
こ
れ
に
継
し
卒
轟
榮
生

の
謝
僻
あ
P
、
記
峰
聯
糧
鷲
藪
の
却
択
和
島
鏡
々
御
｝
に
八
時
過
ぎ
散
愈
。

第
＋
凶
回
讃
書
早
大
出
山
一
月
三
田
午
後
…
時
於
樂
友
好
餓

大
東
亜
戦
魯
，
は
愈
熾
烈
の
産
を
加
へ
、
錐
’
盈
調
瀬
子
は
ペ
ン
を
置
い
て
銃
を
執

り
前
線
へ
馳
せ
滲
ず
る
纂
を
要
請
さ
れ
る
此
の
軍
大
臨
局
下
、
こ
蓋
に
明
治

の
佳
篇
搾
を
ト
し
て
第
十
一
圓
酉
．
洋
史
讃
書
廓
大
禽
の
開
…
縫
を
見
た
宴
・
は
、
其

の
轡
麟
義
の
例
年
・
に
ま
し
て
重
且
4
4
八
な
る
を
勝
加
え
る
。
曲
蓬
路
獅
」
家
舶
鴛
を
賜
は
つ

た
｛
果
北
帝
大
の
大
類
一
薄
士
、
由
果
山
尽
丈
理
大
の
杉
氏
、
東
大
の
金
灘
島
外
q
瞬
氏

の
雷
電
を
初
め
間
學
の
土
多
数
の
参
集
を
得
、
雑
協
勢
頭
光
づ
原
博
士
起
っ

て
挨
拶
に
代
へ
て
「
黙
争
と
史
學
」
な
る
決
戦
下
野
個
の
テ
ー
マ
の
下
に
熟

欝
を
撮
は
れ
、
磯
争
と
史
上
と
の
聯
爾
を
學
的
に
解
明
さ
れ
つ
エ
職
時
下
史

罵申

ﾍ
嘉
疵
の
離
む
可
き
火
滋
を
明
示
さ
れ
、
礁
脚
衆
一
同
深
く
感
銘
、
籍
拗
以
て

其
の
重
三
を
果
さ
ん
事
を
誓
っ
た
。
綾
い
て
欝
演
者
交
々
登
境
、
日
頃
の
譲

蓄
の
｝
端
を
暁
露
さ
れ
、
午
後
五
時
過
ぎ
、
盛
倉
裡
に
講
演
倉
を
絡
了
。
敦

い
で
午
後
穴
瞬
よ
り
下
鴨
遠
戚
に
於
い
て
、
學
窓
を
繊
で
て
前
線
へ
と
立
た

れ
る
罵
…
・
生
鰭
欝
荊
の
藤
島
血
目
を
麟
小
ね
晩
鋒
へ
禽
を
開
催
。
遮
隙
先
生
諏
翼
下
郊
輩
よ
り
種

々
溺
畿
糊
の
御
墨
田
厳
小
や
鋤
U
演
心
一
心
を
…
賜
ひ
、
和
…
や
か
な
岬
門
に
も
一
篇
の
隊
m
張
味
を

漂
は
鷺
つ
＆
午
後
九
時
過
猛
禽
を
閉
じ
た
。

磨
席
識
麗
な
講
演
會
約
志
ハ
ム
ー
名
、
　
晩
養
斎
服
二
・
剛
八
々
剃
O
．
．

講
演
の
内
容
梗
概
譲
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
一
、
燃
職
璽
と
史
墨
・
日
一
挨
拶
に
爪
代
へ
て
　
　
　
原
　

雛
闘
門
先
生

　
　
　
、
ヤ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
不
　
　
今
津
　
　
晃
氏

　
　
　
　
一
米
闘
囲
帝
Ψ
國
主
義
の
原
鋤
〃
カ
に
關
画
す
る
一
つ
の
闘
一
題
…
l
I

、
一
八
九
八
年
に
米
臨
が
傳
統
の
孤
立
寵
義
を
放
議
し
て
新
た
に
論
策
・
途

行
し
た
所
謂
「
大
政
策
」
　
（
．
、
笹
①
ζ
お
①
ぎ
ぼ
覧
．
）
の
原
動
力
と
し
て
は

種
々
の
意
業
な
暴
げ
う
る
で
あ
ら
う
が
、
ズ
ニ
フ
ェ
ス
塾
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
イ

と
弐
ふ
思
想
と
も
雪
起
と
も
つ
か
な
い
ご
つ
の
魔
衛
的
な
恩
想
が
、
之
に
與

っ
て
大
い
に
力
あ
っ
た
こ
と
を
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
Q

　
此
の
思
想
は
よ
不
精
、
北
米
大
陸
へ
の
轡
籏
展
に
於
け
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り

簿
統
の
コ
ン
テ
ィ
．
ネ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
中
に
其
の
褒
展
と
其
の
限
界
と
粒
有
す

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
、
そ
れ
が
叩
頭
甫
國
主
義
の
一
精
薄
歯
地
盤

と
し
て
太
年
譜
政
敵
堪
の
推
感
力
と
な
っ
た
こ
と
は
、
其
の
有
す
る
愚
想
的
矛

盾
…
に
拘
｝
は
ら
ず
、
翫
幾
多
の
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
隅
凹
顯
一
を
根
…
供
す
る
。
臨
繭
出
償

は
之
を
歴
史
事
費
に
於
て
例
長
し
、
併
せ
て
之
を
歴
史
の
審
鋤
の
窮
に
立
て

判
決
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
Q

　
　
一
、
羅
一
史
學
派
一
の
問
顯
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赫
欝
膚
　
正
夫
氏

　
　
　
　
　
　
－
一
転
逸
復
古
晴
代
理
解
…
の
二
万
法
一

　
歴
史
観
汲
と
い
ふ
名
禧
は
、
た
と
へ
ば
歴
史
法
學
派
を
指
す
場
食
の
如
く

學
的
方
法
諭
上
の
｛
概
念
と
し
て
使
用
さ
れ
る
纂
が
多
い
が
、
こ
れ
を
更
に
廣

く
深
く
把
へ
て
精
憩
史
的
概
愈
と
し
て
考
へ
て
見
込
い
。
か
蓋
る
意
味
で
の

歴
史
學
轍
は
、
そ
の
概
念
的
要
素
と
し
て
民
族
精
油
設
を
中
心
と
す
る
す
ツ

ガ
ノ
ロ
ギ
し
を
持
ち
、
し
か
も
此
の
ナ
ッ
が
ノ
ロ
嫡
室
は
後
期
浪
旧
漫
派
か
ら

流
れ
禺
た
泊
P
漫
的
鱒
繋
素
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
浪
…
梗
的
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報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢

直
槻
的
歴
奥
感
登
信
必
然
的
に
批
剣
的
な
過
去
の
事
費
研
究
を
要
請
す
る
も

の
で
あ
り
、
か
く
て
堺
歴
史
㎝
學
派
一
に
て
は
㍉
浪
漫
的
有
機
膿
㎡
説
的
躍
鷹
史
騨
胆
と
現

費
主
義
的
繧
験
的
個
別
研
究
と
が
結
合
さ
駐
、
贋
る
。
か
く
解
せ
ら
れ
た
歴

史
謬
説
の
問
題
を
、
我
々
は
、
ド
イ
ツ
の
復
二
時
爪
代
聞
一
ち
ビ
ー
ダ
ー
岬
、
イ
ヤ

，
1
時
代
理
解
の
二
刀
決
ど
し
て
考
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
｛
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仙
精
白
と
ル
ネ
サ
ン
ス
と
の
關
…
係
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脚
響
見
　
山
尚
妻
田
，

「
近
代
の
超
克
」
と
い
ふ
こ
と
が
論
、
議
さ
れ
る
に
つ
れ
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

出
幅
彼
黙
で
あ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
に
つ
い
て
も
活
…
駿
に
胃
癌
ぜ
ら
れ
て
爽
　
た
。
そ

の
．
際
戸
ネ
サ
ン
ス
は
近
代
的
誤
心
志
の
根
源
で
あ
る
と
い
ふ
考
へ
山
力
が
有
し
刀
に

な
っ
て
み
る
。
か
エ
る
見
解
は
全
面
的
に
う
け
入
れ
る
こ
と
が
出
↑
贈
る
で
あ

ら
う
か
。
近
時
の
ッ
ネ
サ
ン
ス
研
擁
の
勲
面
謝
で
あ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
を
以
て
巾

世
と
近
世
の
過
渡
翔
と
し
て
把
握
せ
ん
と
す
る
立
揚
を
以
て
す
れ
ば
、
精
憩

構
…
遣
に
於
て
も
特
殊
な
椛
…
逡
盈
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
十
九
世

紀
と
ツ
ネ
サ
ン
ス
を
同
一
掘
勲
で
考
へ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
今
こ
の

こ
と
を
ル
ネ
サ
ン
ス
の
黒
塗
｛
性
の
凹
凹
題
に
よ
う
て
考
へ
て
見
る
に
ル
ネ
サ
ン

ス
は
門
入
間
及
び
世
界
の
聚
見
」
と
い
は
れ
る
様
に
た
し
か
に
申
世
に
於
け

る
ご
と
き
超
越
の
憩
で
な
く
、
憩
が
人
閲
及
び
嵐
然
の
中
に
姿
を
澱
し
給
ふ

こ
と
を
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
さ
D
と
て
こ
う
し
た
紳
の
内
在
諦
は
十
九

…
世
祀
に
見
ら
れ
る
ご
と
き
超
越
顕
窪
目
つ
た
内
在
．
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て

ル
ネ
サ
ン
ス
人
は
紳
を
無
脱
し
た
鎌
な
人
閥
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
超
越

と
内
在
、
紳
と
人
間
、
　
マ
〃
ロ
コ
ス
モ
ス
と
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
の
矛
盾
の
綜

合
に
ル
ネ
サ
ン
ス
の
偉
大
な
る
精
憩
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ツ
ネ
サ
ン
ス
の

第
二
十
九
巷
　
第
一
號

＝
六

夢
オ
の
要
し
た
高
い
境
地
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ル
ネ
サ
ン
ス
は
近
代
的
誤

謬
の
摂
源
と
し
て
漸
罪
さ
れ
る
よ
つ
は
、
む
し
ろ
近
代
の
超
克
に
際
し
て
新

し
い
意
義
を
持
つ
時
期
と
し
て
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
一
、
ギ
リ
シ
ア
「
ア
ツ
カ
イ
ッ
ク
」
　
　
　
　
　
　
村
田
数
之
亮
氏

「
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
」
　
は
賓
拙
と
か
稚
拙
と
か
課
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
完
威
と

し
て
の
「
ク
ラ
ッ
シ
ク
」
　
に
封
ず
る
「
準
・
備
」
と
し
て
の
理
解
に
墓
つ
く
も

の
で
、
二
十
世
紀
ま
で
は
、
左
様
に
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
乍
ら
「
ア
ル

カ
イ
ッ
ク
」
　
に
は
そ
れ
直
身
と
し
て
の
便
値
な
り
本
・
質
な
り
が
な
い
で
あ
ら

う
か
が
、
漸
…
く
問
は
れ
て
き
た
Q
そ
の
解
鮎
答
と
し
て
は
｝
つ
は
宗
教
性
が
柚
凹

は
漸
輿
畏
族
の
国
命
力
が
繁
げ
ら
れ
て
る
る
。
現
衣
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
論
は

こ
の
二
つ
の
何
れ
か
に
働
す
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
私
は
こ
の
二
つ
は
同
】

の
も
の
の
異
る
面
の
み
と
謂
ふ
Q
臨
「
ち
こ
の
揚
合
の
宗
敏
性
と
は
非
ナ
リ
ン

ボ
ス
的
な
ア
ポ
ト
ロ
パ
イ
ナ
ン
的
な
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
張
烈
な
禁
厭
的

な
カ
は
張
き
生
命
力
よ
り
褒
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
し
か
し
ギ
蓼
シ
ア

の
ア
ツ
カ
イ
ッ
ク
が
成
立
す
る
た
め
に
は
更
に
も
蝋
つ
ギ
リ
シ
ア
酌
な
も
の

が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
ナ
リ
ン
潔
ス
宗
教
の
擬
人
的
肝
紳
糎
で
あ
っ
て
、
こ

れ
に
よ
る
前
者
の
超
人
間
的
超
越
的
な
る
も
の
が
制
約
さ
れ
し
断
、
ア
ッ
カ

イ
ッ
ク
が
あ
り
、
こ
の
葬
人
…
醐
的
な
要
素
が
制
．
書
し
鑑
し
た
時
、
ク
ラ
ヅ
シ

ク
に
至
る
。

　
　
一
、
　
自
ぎ
勝
継
翻
。
離
日
ぎ
㈹
巴
に
就
い
て
　
　
　
申
原
與
茂
九
郎
氏

　
　
　
　
一
杉
學
士
に
馨
…
ふ
－

　
　
　
亀
二
二
談
話
愈

　
臨
隊
饒
船
脚
　
今
年
度
新
制
卒
r
業
生
八
名
に
封
ず
る
恒
例
の
豫
銭
金
は
、
九
月
十

（116）



山ハ

冝
i
木
）
陥
†
後
豆
煎
∵
か
｝
P
樂
み
久
會
仙
綴
に
お
い
て
m
嗣
催
。
　
二
回
高
小
府
ホ
潜
の
挨

拶
、
小
牧
教
授
の
麟
陣
逡
の
僻
に
負
し
、
三
回
生
船
面
戸
凱
答
僻
を
の
べ
、
典
で

藤
田
元
憎
孫
先
輩
よ
り
脱
餅
を
蓮
べ
・
b
れ
盛
禽
で
あ
っ
た
。

　
酬
脚
愈
皿
　
十
月
μ
九
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り
地
理
墨
’
貧
蘇
蜜
に
於
て
開
…
催
。
小

牧
教
授
を
は
じ
め
餌
席
考
十
八
名
。

　
　
一
、
濠
洲
纒
演
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
地
　
貫
一
氏

　
　
一
、
フ
ィ
η
ッ
ピ
ン
の
畏
族
　
　
　
　
　
野
間
三
郎
氏

　
戴
繋
筆
例
出
隅
　
心
胆
例
の
勲
脚
塗
・
例
脅
門
は
’
丁
月
三
十
一
日
（
日
）
午
茜
剛
九
時
よ
り
樂

山あ

ﾗ
館
に
お
い
て
開
｝
催
せ
ら
れ
、
左
心
の
研
究
嚢
由
衣
あ
っ
て
後
、
記
念
撮
影

を
行
ひ
、
次
で
午
餐
會
に
移
り
、
禺
演
者
並
に
蓬
路
参
集
せ
ら
わ
た
卒
業
生

諸
氏
霜
寄
り
久
方
ぶ
り
の
面
談
に
花
を
険
か
せ
た
。

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呈
　
　
拳
百

一
　
雌
蘂
の
僻

…、

�
x
洋
の
機
能

一
、
丘
ハ
魔
　
縣
…
の
聚
〃
落
伊
（
豫
”
腿
）

一、

ﾘ
北
交
通
概
要

一
、
地
政
凸
面
と
し
て
の
頼
山
陽

一、

?
方
に
於
け
る
水
産
藩
地

一、

室
　
塗

村
上

小
葉
田

吉内藪
随田内

　
酎
蹴
鋤

択
勢
氏

　
前
哨

芳
彦
氏

秀
雄
氏

敬
市
氏

　
　
　
　
蝦
夷
地
開
拓
に
見
た
る
閾
四
防
貼
素
意
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田

　
　
一
、
准
南
子
の
艮
食
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
東
霞

　
　
一
、
閉
禽
の
僻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
牧

　
武
運
長
久
新
願
　
十
～
月
十
一
購
（
木
）
。
こ
の
胃
小
牧
教
授
、

を
は
じ
め
研
究
塞
の
有
士
ゆ
出
偵
相
寄
P
、
三
岡
　
生
の
片
倉
、
土
弁
、

報

篤
轍
鮒

元
襟
氏
．

　
激
授

　
野
問
講
師

　
酉
由
、
野

隣
の
四
面
も
滲
虚
し
て
、
健
歩
髪
傘
ね
瀧
く
小
繍
…
公
を
奉
尽
し
奉
る
四
條
畷

紳
証
に
参
覇
醐
、
近
く
入
醤
叉
は
慮
召
し
て
飛
途
に
つ
く
墨
’
生
恥
齢
君
の
た
め
、

小
牧
教
授
顯
主
と
な
っ
て
玉
串
を
牽
嚇
し
画
配
長
久
の
所
磯
を
籠
め
た
。

　
二
回
生
藩
翰
魯
蕪
強
行
愈
　
十
一
月
十
八
日
．
（
木
）
午
後
就
時
よ
り
藁
生
集

三
所
一
に
お
い
て
鵬
・
行
O
塞
年
地
理
引
攣
專
政
一
の
新
二
圓
生
は
二
十
三
名
を
数
へ

箕
に
我
が
地
理
學
教
塞
鋼
設
以
來
か
つ
て
見
な
か
っ
た
盛
況
で
あ
る
。
併
し

な
が
ら
そ
の
大
多
数
は
今
間
　
め
酎
徴
集
延
懸
鯛
撤
幽
駿
の
結
纂
甲
、
　
決
一
町
寵
仙
欄
に
臓
…
様

て
勇
躍
入
欝
久
は
嚥
…
召
す
る
こ
と
転
な
り
、
値
例
の
二
画
猛
毒
鯨
帯
は
即
ち

曲
行
禽
H
を
兼
ね
る
こ
と
x
な
っ
た
の
で
あ
る
◎

　
こ
の
夜
、
参
集
者
一
陶
の
認
念
撮
影
に
つ
い
で
簡
素
な
晩
餐
倉
に
移
る
。

小
牧
卿
瓢
授
、
蔽
坤
閏
元
礁
俘
先
輩
、
」
松
井
講
…
師
、
野
州
閣
晒
講
師
等
交
々
立
っ
て
緻
働

の
僻
を
を
く
ら
れ
、
學
生
ま
た
征
く
も
の
留
る
も
の
凱
天
々
そ
の
深
量
決
意
の

程
を
吐
露
し
て
こ
れ
に
癒
へ
、
小
牧
教
授
は
出
征
無
生
嚇
人
一
人
を
呼
ん
で

明
治
宙
吊
穴
の
御
守
を
賂
ら
れ
た
〇
　
一
人
一
入
の
丁
田
い
墨
為
慨
が
欝
か
に
御
守
を

層《

ｯ
、
螂
重
に
胸
に
を
さ
め
て
行
く
光
景
に
は
費
に
陶
弊
誌
る
も
の
あ
り
、
萬

臨威

�
U
則
し
｛
懲
激
の
う
ち
に
夫
々
欝
途
に
つ
い
た
。

　
　
　
　
考
古
畢
数
室
近
況

　
卒
業
生
豫
鋭
脱
禽
凶
　
九
日
〃
十
み
滞
日
（
↓
小
）
　
　
正
』
†
蹴
鵬
友
倉
館
に
て
行
ふ
O
梅
暇
沙

教
授
、
村
田
講
師
以
下
十
ご
名
閏
席
、
食
箪
俺
共
に
し
て
、
卒
業
の
上
海
軍

豫
備
四
生
と
し
て
入
團
の
樋
口
隆
康
君
を
塗
る
。

　
門
地
指
導
　
十
月
九
口
（
土
）
　
午
前
八
時
繊
装
、
南
河
内
方
颪
に
新
學
年

惰
二
岡
　
の
撫
…
原
鋤
一
紙
の
管
ハ
地
指
導
画
乞
行
ふ
。
轟
鯵
加
潤
碧
刊
小
林
助
手
以
下
十
五
名

曲
づ
野
中
寺
に
詣
で
て
、
新
た
に
究
め
ら
れ
た
る
同
毒
塔
阯
心
柱
礎
並
に
出

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
九
巷
　
第
一
壁
　
　
一
一
七

（l17）



奨
報
・
倉
報

第
二
＋
九
巻
第
一
報

一
一
八

雨
脚
遺
物
獺
を
見
捲
・
の
霧
戸
、
そ
の
南
山
刀
の
業
田
籍
織
り
山
　
に
あ
る
撫
購
師
寺
式
伽
藍
配

置
の
ぬ
自
寺
詣
を
訪
ひ
、
更
に
粛
里
万
の
瓶
子
山
中
に
て
薪
た
に
脚
狡
見
の
奈
良
朝

と
恩
は
れ
る
火
葬
墓
粒
調
査
し
た
。

　
備
申
高
島
三
跡
の
三
富
　
同
地
翌
蹟
保
存
倉
め
要
爺
に
癒
℃
、
十
一
月
二

日
よ
リ
十
五
日
に
解
る
約
二
週
間
、
梅
原
教
授
、
小
林
助
手
、
角
田
副
手
及

び
學
鷹
二
名
が
禺
張
し
て
、
同
島
王
泊
に
於
い
て
典
前
代
よ
り
の
檜
　
序
の
相

震
ね
る
遣
陥
跡
の
襲
掘
…
を
行
ふ
。
そ
の
結
巣
上
代
の
佳
居
の
蓬
構
に
就
い
て
鼠
ハ

味
あ
る
新
護
實
な
見
幽
し
た
。

　
敦
硬
晶
關
係
出
陣
畢
紳
促
壮
行
A
蜜
　
考
晶
自
罵
㍗
談
話
會
の
・
黒
儲
胆
に
て
、
十
一
月
廿

三
日
午
後
引
時
よ
り
十
一
麗
に
…
於
い
て
行
一
ふ
。
禺
席
出
償
撫
欄
原
、
田
一
村
、
一
村
、
田

三
教
官
以
下
十
四
名
、
二
圃
生
葦
原
治
、
生
徒
坪
井
清
足
重
に
岡
崎
敬
、
三

層
の
行
を
盛
ん
に
し
た
。

　
出
［
版
物
　
十
一
月
末
附
で
郷
同
に
第
一
燈
を
質
し
た
考
古
［
學
養
料
叢
刊
の
第

二
簸
と
し
て
”
梅
原
教
授
編
｛
漕
の
『
亥
瀦
↓
漢
代
紀
年
銘
漆
頚
回
圃
論
』
（
」
叉
星
堂

刊
定
量
三
十
圓
）
　
の
凹
版
を
見
た
Q
五
心
そ
の
、
第
三
湧
と
し
て
『
隔
壁
…
大
翻
罵

が
印
綱
中
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
三
鱈
加
†
間
に
於
け
る
教
箪
員
の
蝋
溶
績
を
懸
｝
め

て
『
考
古
學
研
究
報
告
臨
の
第
十
七
鰻
を
刊
行
す
べ
く
準
備
中
で
あ
る
。

二

期

　Q
◇曾
入

　員

欝動

静

京
郡
市
伏
見
薩
深
草
西
禺
町
八
五
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
井
霧
一
郎
氏

京
都
市
下
京
麗
東
冑
五
條
上
ル
　
・
　
　
　
　
　
　
　
肉
崎
　
謹
哉
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
藤
岡
謙
ご
小
氏
紹
介
）

「
大
阪
市
天
王
寺
繊
味
原
町
九
九
田
中
ぜ
ツ
内
　
　
　
　
悪
熱
　
　
稔
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
内
藤
岡
氏
紹
介
）

　
　
　
　
◇
鯨
　
　
居

葺
崖
三
選
東
一
五
七
三

新
京
特
別
市
同
徳
蔓
陸
軍
軍
官
學
狡
官
會
二
一

奈
良
市
法
蓮
左
保
川
町
　
水
野
方

◇
寄
贈
交
換
圖
書

祉史炭史更琿國國渉徴
會蓬學　．ys譜血戦
　と　　　　　・院學
學奨難　敦繭難塾
徒衛強弓淵化叢誌誌學

　
蓬
と

　
　
會

灘
會
経
済
史
學

入
類
學
雑
誌

九
の
八

三
三
の
七
、

四
九
の
八

一
三
の
九
、

八
、
九

一
〇
、
＝

二
九
，

ニ
ニ
の
一

五
四
の
九
、
　
一
〇
、
　
一
一

一
四
の
八
、
九
、
　
一
〇

一
七
の
七
、
八

一
三
の
五
、
六

五
八
の
九
、
　
圃
O
、
　
一
一

野
国
好
太
郎
氏

小
倉
親
雄
氏

藤
井
貞
文
氏

國
民
精
憩
丈
化
研
究
所

日
本
考
査
學
會

國
學
院
大
學
難
誌
部

京
都
帝
大
國
丈
學
倉

潴
洲
古
蹟
古
物
名
勝
天

熊
紀
念
物
保
春
協
魯

九
州
史
學
禽

三
　
濁
　
史
學
倉

史
　
　
學
　
　
愈

史
述
・
美
術
同
致
會

融
會
學
徒
祉

祉
r
倉
総
濟
史
學
禽

日
本
入
数
學
會

（］LIS）



會

報

敦
賀
郡
古
丈
書

暫
學
　
研
　
究
　
二
八
の
九
、
一
一

東
窟
御
茶
水
に
於
て
褒
見
せ
る

地
下
式
横
穴
の
研
究
（
肩
本
史
蹟
研
究
所
）

東
方
摯
報

東
洋
史
研
究

丈
　
　
　
　
化

艮
族
學
研
究

蒙
　
　
　
　
古

立
命
館
大
學
諭
叢

歴
史
學
研
究

歴
史
地
理

東
京
一
四
の
二

八
の
三
、
四

一
〇
の
八
、
九

薪
一
の
九
、
　
一

一
〇
の
一
〇

一
菰
（
閣
語
漢
丈
篇
四
）

一
三
の
八
、
九

八
二
の
二
、
三
、
四

日歴立善民京策東上
甕鵡隣族幕叢・

難難協鷺誕葦

禽膚．部會會曾倉院氏

桑
原
武
夫
氏

京
都
哲
畢
倉

第
二
十
九
総
第
一
號

九

（1エ9）


